
- 1 -

ふきのとう 2/26 自宅裏で

猫のお宿の雛祭りは3月5日まで
先月号で告知した田布施町まるごと公園化プロジェクトの女性スタッフが企画した『猫の

お宿の雛祭り』が 18日から始まり、多くの見学者で賑わっている。

会場の田川さ

ん宅の離れには

7段雛 4基をメ

インにに高木さ

んの組木雛、市

松人形、タペス

トリー、つるし飾りなどが飾られて“女のまつ

り”を演出、ひとあし早い春を感じさせる。

土、日に来られる方にはおいし～い“ぜんざ 撮影：田川一郎さん

い”を用意してお待ちしている。フライヤーで期間中の木、土、日曜日はスタッフ常駐、他

の日はご自由に見学を…と告知していたが、無人で開けっぱなしにしていたら猫が入ってタ

イヘンなことになる…と、窓はすべて施錠することにした。窓越しに見ることは出来るがオ

ープン日にお越しいただくのがベストだ。

『猫のお宿の雛祭り』は3月5日（日曜日）まで開催。どうぞお出かけいただきたい。
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黒田さんが鎌倉に建てたミニハウス
381 号（昨年 5 月末発行）のミニハウス情報でご紹介した“ウエスタンレッドシダーの温も

りとふれあう『シダーシェッド』”を読んだ東京の黒田康敬さんから「貴ニュースのお陰で

建てることができました…」と作業工程と写真が送られてきた。

黒田さんとのおつきあいは長い。彼がまだ日産農林工業（現：兼松サステック）で復刻版マッ

チの開発に情熱を注いでいた頃からだから 30 年以上に

もなるだろうか。

現在は東京でマッチコレクションズのオーナーとして

活躍中だが5 月から自宅のある鎌倉に移転開業すること

になり、倉庫兼展示スペースを…と考えていた矢先にニ

ュースを読んで私に相談があったというわけだ。

「直接行ってみたら…？」と新木場にある輸入元の J

スタイルを紹介、何度か訪ねて決めたのはシダーシェッ

ドシリーズのボートハウス 6 × 12type。幅 1,753・奥

行 3,658(mm)で床面積は 6.4 ㎡。

壁の高さも1,900mmあるから室内

空間も充分確保できるタイプである。

部材は昨年 11 月末に入荷、12 月

に入ってから土台づくりがスタートし

て壁パネルを立ち上げた状態で新年を

迎え、正月休みを利用して一気に仕上

げた。年末年始は気温 15°C、天気に恵まれて良かった…と黒田さん。

出入口の両開きドアは上下を逆にして茶室にみられる「にじり口」に

した。このように使い勝手に応じて自分なりにアレンジできるのもいい。ひとりでやり遂げ

た黒田さんは大満足だ。写真は送られてきた工程ごとの 13枚の中から選んだ。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

雪にスツポリ、小林さんの住宅

昨年夏から比良山麓の住宅地に

セルフビルドで建てた小林さんか

ら寒中見舞いをいただいた。

正月明けからの豪雪で立派に完

成したログハウス住宅がスッポリ

埋まった写真入りのハガキだ。

「ログ積みの頃には…」と言っ

ていたのが「完成したら」になり

そうこうしているうちに寒い季節

がやってきてとうとう行けずじま

いになってしまって心苦しい。

「春になったら…」と思っているので小林さん、あまりあてにせずにお待ちを 。
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正面に沈む夕陽が仕事疲れを癒やします

昨年 8 月号から毎月のようにご紹介している“サルワーレ周防大島店”工事現場。外部

はごらんのようにほぼ完成、現在は内部造作工事の毎日だ。『一緒にログハウスを作ろう

プロジェクト』に賛同して

WEB 工事日記 配信中 やってくる人で現場はいつ

http://country-log.net も活気にあふれている。

2月に入ってから始まっ

た厨房の壁・天井不燃化工

事もほぼ終わった。

当初は杉板張りの予定に

していた客席の床は山口か

らわざわざ来てくれた左官

さんの指導で“洗い出しコ

ンクリート”にして砂浜を

イメージした床に仕上がっ

た。天気の良い日は素晴ら

しい夕景が仕事の疲れを癒やしてくれる。（撮影：写真①=岡部充 ②,③=オーナー 梅田美知朗さん）

① ② ③

2カ所の入口にステンドグラス
南北2カ所にある客席フロアへの入口扉は木製の親子扉。その子扉にステンドグラ

スを組み込むことになった。オーナーの希望は“夕陽と海と砂浜”、幅24cm・

高さ1.7mの細長～いパネルだから配置がなかなか難しかったが、何枚かデザイン

した中から最終的に決まったのがコレ。

デザインの色はすべて単色だが、実際に

使うガラスは太陽以外はたとえば左

の「あかね雲」のようにグラデー

ションがかかったガラスを選ぶ

から、仕上がりはもっと感じ

の良いものになると思う。

これからガラスが揃い次第 製作にかかる

ことになるが、はたしてオープ ンに間に合わす

ことが出来 るか…？が大問題である 。いくら 同じものだとは

いえ2枚となると相当頑張らなきゃ…と思っている。
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ ★★★★★★★★★

そのオープン、着工以来3月末と言い続けてきたが、どうやら 4月にずれ込みそう

な気配になってきた。建物が完成してから給排水機器や厨房機 器設置、電気工事、外

まわりの整備などがおこなわれ、役所の完了検査、食品営業許可申請な どの手続きがあるから

だ。次号ではご案内出来るのでもうしばらくお待ちいただきたい。

http://country-log.net
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新春プレゼントの当選発表です

先月号でご案内した新春プレゼントの当選発表です。ひのきカレンダーは周南市の小林

景子さんほか 2 人に、“ガラスフュージング”のペンダントは田布施の藤純一郎さん

ほか 4 人の方にお送りすることになりました。ブローチは応募がありませんでした。藤

さんは近くなので選びに来られました。多数のご応募、ありがとうございました。

モニター募集で大当たり！、250°魚眼カメラ

正月明けに Facebook で見た「250°魚眼レンズ一体

型カメラ Entapano2」のモニター募集に応募していたが
イ ン タ パ ノ

1 ヵ月ほど経って「審査の結果

モニターに参加していただくこ

とになった」と宅配便が届いて

ビックリ！。

超広角で目に入るものすべて

が写せて、パノラマ変換サービスに登録（無料）すればグルグル

動かせるパノラマ写真として楽しめる。左の写真はカントリー

工房の室内をテスト撮影したもの。PC上でマウスを動かすと全周が見られる。

モニターの仕事は撮ったパノラマ写真を月 5 枚以上、自分のサイトで公開すること。モ

ニター機の貸し出し期間は使用状況によって相談となる。さぁ、イイ写真を投稿しなきゃ。

・インタパノのページ： https://www.entapano.com/jp/c02/
・モニター募集ページ： https://www.entapano.com/jp/vr/kantan.html#monitor

たぶせ花めぐり、今年は5月20・21日

田布施町まるごと公園化プロジェクトからの

ちょっと早めのご案内。田布施町内でホームガ

ーデンを楽しんでおられるご家庭を訪問、オー

ナーから育てる楽しみや苦労話、栽培のノウハ

ウなどを聞く“たぶせ花めぐり バラ”。

今年は5月 20日（土）・21日（日）の開催が決

定して準備中。参加者募集は4月1日スタート。

詳しくは次号でご案内させていただく。毎回おことわりするほどの参加申し込みがあるの

で今から予定に入れておいてほしい。（写真は昨年のもの 吉岡さんのバラ園）

料理読本“火のある暮らし”
薪ストーブの輸入元『エープラス』監修の薪ストーブと料

理の本“火のある暮らし”が地球丸から発売されて好評だ。

A4 変形版 95 ページに季節ごとに 30 を超えるレシピが写

真とともに紹介されていて見るだけでも楽しい一冊 1,512 円。カ

ントリー工房でも販売しているのでどうぞ。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

今月もお読みいただき、ありがとうございました。（岡部 正彦）

https://www.entapano.com/jp/vr/kantan.html#monitor

